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▼あっという間の３時間でした


　教育勅語がなぜ作られたか、テレビなど無い時代に読み上げの口調まで統一して、どのようにして全国に広めたか、そして教育勅語が、実は何版か存在することなど、初めて知ることが多く、安倍首相がご執心な理由もわかった気がします。


 （柴崎・三浦久美子）





▼真実求める真摯な姿勢に感銘


  岩本先生のお話は面白い中にも、歴史の真実を希求する真摯な姿勢に裏打ちされており、深く感銘を受けました。資料も他では得られぬ大変貴重なものです。谷中から参上した甲斐が十分にありました。先生と会の皆様に心から御礼申し上げます。


（台東区谷中・田中伸）





▼蘇った「勅語がもたらした帰結」


  話を聞き尋常小学校入学、２年生で国民学校、６年生で敗戦の時代が蘇った。軍人・お巡り・先生が威張りくさり、「少国民」や庶民は「一億一心」「欲しがりません勝つまでは」とぺこぺこしなければならなかった。昭和19、20年頃は敵機襲来・機銃掃射で岐阜や名古屋は丸焼け。危なくて学校に行けず、授業は殆どなかった。飛騨川沿いの小山寺に合宿、お腹を空かしながら野山を駆け回り「飛行機燃料の素材」と称してどんぐりや木の実を拾い松の根っ子を掘って学校に届けた。農村でも「供出」割り当てが厳しく極端な食糧不足。考えれば馬鹿げているが、集落・社会も、学校も先生も、親たちも本気だった。これが「教育勅語」がもたらした帰結だった。


　　（柴崎・日置克之）





▼教育の恐ろしさ


　私は戦後生まれなのでとても参考になるお話でした。明治政府が総力をあげて教育統制を徹底して行ない、教育勅語を制定し、結果として日本国臣民を創出していった。教育の恐ろしさを感じます。（下石原・菊池公子）





▼歴史の深部を教えられた


　とても分かりやすく、歴史の深部を教えていただき、ありがとうございました。わが身になって当時の教育を知ることができました。深くまで研究された岩本先生に敬意を表します。ありがとうございました。


　（三鷹市・森崎陽司）





▼役に立った


　今日はありがとうございました。非常に役に立ちました。


　（狛江市・大山正男）





▼都議会の自民党控室の「教育勅語」


  ２年位前、田邉浩子さんから「呆れた」と聞かされたのですが都議会の自民党控室のドアを開けると「教育勅語」が目に飛び込んで来る位置に堂々と貼ってあるそうです。今もあることでしょう。再び脚光を浴びている教育勅語について、こんなに問題が有ったのは驚きでした。訳も分からず暗唱させられていた教育勅語に、沢山のエピソード。面白くてもっとうかがいたかったです。大人が真面目に、命まで捧げてばかばかしいことをやっていた…。正当な判断を失う事の恐ろしさを改めて感じました。子どもの方が率直なだけに、替え歌や揶揄した行動は真っ当だった気がします。同じ過ちは繰り返すまいと胸に刻みました。沢山の資料や豊富なお話を有難うございました。（上石原・鵜澤希伊子）





▼貴重な資料


　久しぶりで大学生に戻った気分でした。資料も貴重だと思います。楽しい時間をありがとうございました。


　（多摩川・加藤忠甫）





▼時間が足りず残念でしたが･･･


　エピソードが一杯あって時間が足りませんでしたね。お話の核心は、レジメのまとめにもあった「隠されていること」だと思います。権力者は常にそれをやっています。今の「森友・加計問題」もまさにそうです。私たち市民・国民が権力（為政者）をチェックする能力を身につけることが大事だと今更ながら痛感しました。そしてその能力の基本は「教育」であることも。


　　（柴崎・三宅征子）





▼ついこの間のことだった


  教育勅語の在り様を詳しく聞くことができた。戦前の日本国民は、いまの民主主義の世界とは全く違った考え方に、迷うことなく従っていた。ついこの間のことだった。


　（稲城市・津田櫓冬）





▼取り組みを知らせ合いたい


　岩本さんの『教育勅語の研究』を読んでいたので、本人が話すならぜひと思い参加。期待を超える講演で満足しました。川口と埼玉県全体で教科書運動を取り組んでいます。調布「憲法ひろば」の取り組みには関心をもっているので、メール登録させてください。小学校道徳教科書の教委採択が始まっているが調布では？　育鵬社の編著者が教育出版に潜り込み、老舗の名を使って検定を突破し、育鵬社では占拠率の増加を見込めない分をかすめ取ろうとしていて、既に名古屋市で教育出版が採択されました。教材にボブスレーに乗って手を振る安倍首相が登場。もちろん検定基準違反ですが、メディアでも問題にならず、日本会議などが働きかけを強めています。（川口市・矢木毅）





　＊調布市教委の「道徳」教科書採択は７月28日10時から。於・教育会館。ぜひ大勢で傍聴を！　　　（編集部）　
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第１２７回（８月）例会 　参加費300円


 九条「加憲」をどう見るか


          　　「自衛隊」明記は何のため？


　　　　 　お話 丸山　重威さん


　　　　　　　　 調布九条の会「憲法ひろば」世話人


　　　　　　　   マスコミ研究者、元関東学院大学教授





　　　　　  時：８月17日(木)18:30～


　　　　　  於：｢あくろすホール｣





第１２８回(９月)例会 ロングランで行ないます


 生活を憲法で考える


　身近な暮らしと憲法との関わりを見つめてみませんか？


　               コメンテーターは弁護士の大江京子さん


時:9月23日(土･休)14～17時 報告･討論


　　　　　17時半～19時半　夕食懇親会


　　　　　　　　参加費300円･食事代1000円


於：｢あくろすホール｣
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